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１．研究計画の概要 
（１）本研究は、「家族」の規範性を考える
ことで北米における同性婚の関する議論と
ケアの倫理をめぐる議論を架橋する試みで
あり、その目的は、少子高齢社会を向かえた
日本社会において、国家主義に陥ることなく、
多様性に開かれた「家族」の重要性を提起し
ようとするものである。 
 具体的内容については、以下三つに分かれ
ている。 
（２）セクシュアル・マイノリティの権利
論・運動論と、フェミニズム理論におけるケ
アの倫理から考える家族論の架橋をめざす。
（３）異性愛中心主義や女性性を抑圧するよ
う作用する現在の家族制度を批判し、かつ、
規範的な家族論を構築する。 
（４）ケアの倫理の立場からリベラリズム・
資本主義を批判すること。 
 
２．研究の進捗状況 
 （１）同性婚をめぐる権利運動の国際比較
研究については、資料収集やインタビューに
よって、かなりの知識を得ることができたが、
その分析については、課題を残している。し
かしながら、同性愛者の運動において、家族
を形成することがもつ、理念的な意義につい
ては、抽出することができた。 
 （２）本研究において最も重視されたケア
の倫理の政治的意義と、その倫理がもつ社会
の基本原理を提起し得る可能性については、
十分検討し得ている。 
 （３）さらに、家族のなかでの営みを注視
することで得た、ケアの倫理の政治的含意と
して、暴力装置を中心に維持される主権国家
システムに対抗しうる論理を抽出した。 

 
３．現在までの達成度 
②本研究は、おおむね順調に進展している。 
たしかに、現時点では、資料収集・インタビ
ューに基づいた、同性婚を求める権利運動の
国際比較については、理論的分析にまで到達
していない。しかしながら、フェミニズム理
論内部におけるケアの倫理をめぐる議論を
概観し、ケアの倫理のもつ政治的可能性を抽
出するにいたっている。そして、家族制度を
超えて、家族という営みのもつ理念的な可能
性をつきとめ、その可能性を示しつつ、新た
な社会構想を展望するに至っている。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
本年度は、最終年度にあたるため、国際比較
研究については断念せざるをえないが、家族
をめぐる規範研究、政治理論・政治思想史に
おける稀有な家族研究として、これまでの研
究成果を本年度中に著書として発表する予
定である。 
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